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論文内容の要 旨
本論文は高級言語計算機の構成法に関する研究成果をまとめたもので，次の 7 章からなっている口
第 1 章は緒論であり，本研究の背景を説明し，本研究の目的と意義について述べている。
第 2 章では，高級言語計算機研究のための基礎的考察を行い，高級言語の機能仕様，高級言語計算機
の動作形態，中間言語の機能レベルなどの設定および乙れらをどのような形式でファームウェア上に実
現するかが重要であることを示している。
第 3 章では，高級言語処理をファームウェアによって行う高級言語計算機の研究に必要なツールを検
討して製作したことを述べ，これが本研究の推進に役立つ乙とを示している。
第 4 章では，科学技術計算用高級言語 Basic を処理するために，専用のファームウェアで構成された
Basic マシンのアーキテクチャを提案し，第 3 章で、述べた研究用ツールを用いてこのマシンを実現し，
ソフトウェアで行う場合に比べて実行速度が約 2.8 ,..._, 4.2 倍向上することを示している。
第 5 章では，事務処理用高級言語 Cobol を専用ファームウェアとハードウェアで処理する Cobol マ
シンについて考察し，パイプライン制御方式によるマルチプロセッサ構成のマシンを試作したことを述
べている。そして，ファームウェアやハードウェアによる専用化が実行速度の向上とメモリ量の減少に
及ぼす効果を詳細に分析している。
第 6 章では，システム記述用言語 Pascal を処理するための Pascal マシンのハードウェア構成につい
て検討し， Pascal マシンを 6.1 mmX 6. 1 mm の 1 チップマシンとして実現したことを示している D
第 7 章では本研究で得られた成果を総括し，結論としてまとめている。
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論文の審査結果の要旨
本論文は高級言語計算機の構成法に関する基礎的研究を行うため，特長のある三つの高級言語 Basic ，
Cobol , Pascal を取り上げ，それぞれの言語を処理する専用の計算機を試作した結果をまとめたもので，
その主な成果を要約すると次の通りである。
(1) 高級言語計算機を実現するためには，その計算機の動作形態および中間言語の機能レベルの設定と
ファームウェアやハードウェアの構成方法の検討が必要であることを明らかにしている。
(2) 科学技術計算用高級言語 Basic の言語処理をファームウェアで行うためにはユーザ、がマイクロプロ
グラム可能なマイクロプログラム制御計算機が必要である乙とに着目して，まず乙れを製作している。
そして，乙の計算機を用いて，専用のファームウェアで構成されたスタンドアロン型の Basic マシン
を実現し，汎用計算機に比べて実行速度が約 2.8 ~ 4.2 倍向上することを示している。
(3) 事務処理用高級言語 Cobol を専用のファームウェアとハードウェアで処理する乙とを検討して，パ
イプライン制御の並列方式によるマルチプロセッサ構成のパックエンド型 Cobol マシンを試作してい
る。そして，乙の Cobol マシンは汎用計算機に比べて実行速度が1. 8~3.7倍速し必要とするメモ
リ量は減少する乙とを明らかにしている。
(4) システム記述用言語 Pascal を処理する Pascal マシンについては，応用プログラムを用いた詳細な
シミュレーションに基づいてスタック量と新しいスワッピング方式を決めてこれを採用し， LSI化を
前提にしたハードウェア構成を検討して，スタンドアロン型 Pasca! マシンを 6.1mm X 6.1 mm の l
チップ上に実現している。そして，このマシンを用いると既存の汎用マイクロコンビュータを使用す
る場合に比べて必要なメモリ量は約半分になり，実行速度は約 4.3 倍速くなることを示している。
以上のように，本論文は高級言語計算機の構成法についていくつかの重要な指針を与えており，情報
工学の発展に寄与するところが大きい口よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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